2011年8月3日

2011年度化学工学会SIS部会コストエンジニアリング分科会合宿議事録

1、 日　時

　　　2011年7月29日(金)　13：00～17：00

7月30日(土)   8：00～10：30

2、 場　所

　　　泉郷荘（川崎重工/宿泊施設）「有馬」

3、 出席者(順不同、以下敬称略)

齋藤、大石、岡本、金谷、本橋、川端（記）　以上6名参加

４、内容

（1） 1日目報告・議題

1 オリエンテーション

金谷氏より2日間の合宿のスケジュール確認

2 議長、総合司会、書記決定

総合司会は金谷氏、書記は川端に決定した。

③　会長挨拶

　　日揮社長のインタビューにあるように「コスト」「コストコントロール」「品質」を中心とした技術輸出が主流となりつつある。世界のコストエンジニア業界が何をやっているのかを理解し、本会の活動に活かさなければならない。

4 2010年度活動報告と2011年度活動計画説明及び討議

・2010年度の主な活動。

5月調査研究論文集(CD-ROM)発行、7/30～7/31淡路で合宿、9月秋季大会(同志社大学)でのｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑに参加。

・2011年度活動計画。

7月合宿、9月秋季大会(名古屋工業大学)、11月関東関西合同会議、2012年3月にセミナー開催を検討。（ホームページのUPDATEが必要→本橋氏）

5 2010年度会計報告と2011年度予算

2011年度への繰越金29,563円。2011年度予算合計は157千円。2010年決算より残高証明書が必要になった。

★他分科会の決算明細は分からないか？

6 化学工学会秋季大会発表内容確認　

ア．一般講演：プロジェクトのリスクマネージメント（金谷氏）

　　　　　　　イ・一般講演：我が国のエンジニアリング産業の強み（岡本氏）

ウ．一般講演：設備設計段階のVE活動（大石氏）

　　　　　  　エ．一般講演：プラントコストデータのPDCAサイクル管理について（川端）

オ．展望講演：プロジェクトの予測について-TCMのフレームワーク（齋藤会長）

⑦ その他（秋季大会について）

· 座長は前半が川端　後半が金谷氏。

· 発表者は自分のプロフィールを事前に座長宛送付のこと。

· 柏屋さん発表後、金谷さん発表の前に齋藤会長よりCE分科会会長挨拶。

· 9/15は9時20分に名古屋工業大学の会場に集合のこと。

· 9/14の幹事会には齋藤会長と金谷幹事が出席予定。

（2） 2日目報告・議題

1 2011年計画実施及び課題について

　　　　　　・2年間の論文集をCD-ROMで編集する。

　　　　　　・セミナーを3月中に開催。齋藤会長を中心として全員でサポートする。

2 フリーディスカッション

　　コストエンジニアリングの過去、現在、将来について意見交換を行った。

· 見積の本質は過去も現在も変わっていない。

· ITの進化、普及に伴い、積算手法はドラステックに変わったため、ケーススタディ等範囲が広がった。

· 海外プロジェクトが多くなった。

· コストエンジニアリング、プロジェクトマネージメント、クオリティサーベイ等、時代に応じて新たな領域が生まれてきた。またトータルコストマネージメント（T.C.M）のような新しい管理技術も発達している。

以上

